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や の せい じ
受賞者氏名：矢野聖二
生 年 月 日：昭和４０年９月９日
出 身 大 学：徳島大学
所 属：徳島大学医学部内科学第三講座助手
























おお く ぼ しん や
受賞者氏名：大久保新也
生 年 月 日：大正９年３月３０日




研 究 内 容：徳島市で行われている防蚊活動につい
て
受賞にあたり：
この度私の研究が第４回徳島医学会賞を頂くこと
になり関係各位の諸先生方に厚く御礼申し上げます。
私は昭和２３年より３１年迄東京大学細菌学教室にて
助手として主に日本脳炎ウイルスの研究をし，併せ
て昭和２７年より昭和３１年迄国立東京第一病院内科に
出向し昭和３１年９月より大久保病院を開設しました。
その頃の徳島市は蚊の多いのに驚きました。入院患
者のベット毎に夜になると蚊帳を吊っておりました
し，医師会館での夜の会議では洋服の上から刺され
る程蚊の多い処でした。したがって日本有数の日本
脳炎多発地でもありました。
昭和３６年私が徳島市医師会会長になり医師会館の
新築にあたりその一画に蚊の研究室を作ることにな
り（後の衛生害虫研究所）東大医科研の佐々教授を
お訪ねし色々御指導を頂きました。
先づその当時，佐々教授から羽田空港の溝で日本
で再発見されたカダヤシ（Gambusia affiuis）俗名
タツプミノーを分与して頂き自治体として日本で始
めて徳島市全体で蚊のボウフラを絶滅しようとしま
した。東大医科研からも数名が派遣されて徳島市を
くまなく調査しました。当時害虫対策には有機リン
剤を主とする殺虫剤を用いることが常識であった。
しかしこれは害のみ多く私は最初からこれを使わな
かった。１９７２年米国で合成されたmethopreneは蚊，
ユスリカ，チョウベエハエ，ヌカカ，アブ，ブユに
のみ作用し毒性も極めて低いので有機リン剤に代っ
て用いられる様になった。methopreneは非常にこ
われ易く実用には使われなかったが大塚製薬がこれ
にカーボンを加えることにより安定化せしめ，その
最初の実験が徳島市で行われ徳島市，徳島市医師会，
大塚製薬の三者でその有効性が確認された。
徳島大学医学部附属病院ではチカイエカの大発生
に悩まされていたが昨年このmethopreneを１年中，
特に発生の多い７月，８月，９月には２回処理する
ことによりほぼチカイエカは鎮圧に成功したと思い
ます。しかし処理を止めれば又元通りになりますの
でこの状態をエンドレスに持続することが必要です。
処理方法としては，（１）カダヤシ Gambusia affinis，
（２）Methoprene昆虫幼若ホルモン，（３）液体蚊
トリ器（アースノーマット）にて蚊はほぼ撲滅でき
るものと思われる。
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